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福岡県 糟屋郡 篠栗町
か す や ぐ ん  さ さ ぐ り ま ち

事例紹介

篠栗町
所在地 : 福岡県糟屋郡篠栗町

福岡市内から東に約12kmに位置し、町の面積は38.93km²、人口
は31,651人（2016年4月末現在）。鉾立山・八木山・若杉山の峰々に
囲まれた緑豊かな町で、中央には多々良川が東西に流れ、その周囲
に平地が開けている。総面積の約7割に山林が広がり、ウォーキング
コースやキャンプ場などのレクリエーション施設や、170年の歴史を
持つ篠栗四国霊場に結びつきのある歴史的な遺産や施設などが数
多く点在。森林セラピー基地としての認定も受け、「心の湯治場」と
しても人気を集める。

採用の背景
● 2004年までは町への転入数が転出数を上回っていたが、以降は逆転も起こっ
ており社会動態における人口減少が問題に

● 人口減少に対応した新たな街づくりとして、2015～ 2019年度の5ヶ年計画で
「篠栗町まち・ひと・しごと創生総合戦略」を推進

選定ポイント
● 住民基本台帳、福祉、保育、医療保険、税関連、財務会計などの情報を一元化

● 地域の情報や役場内の蓄積されたデータをグラフィカル（グラフ、折れ線、
地図）に見える化し、分析・考察・意思決定をサポート

導入効果

Company Profi le

Interview

住民の“声なき声”をデータから聞き出し、
わからなかった“なぜ”を読み解く
新たな街づくりに踏み出すための
「地方創生支援システム」を導入

● 子育て世代の定住促進、子育て環境の充実のためのKPIを見える化

● これまで感覚や経験に頼って推進してきた様々な施策を、数値に裏付けられた   

 PDCAサイクルに則って実行

● 過去の人口推移のデータと、その背後で起こっていた出来事を紐づけた分析

福岡県糟屋郡の篠栗町は、近い将来に直面する人口減少に対応すべく、

新たな町づくりに踏み出していくための取り組みとして、「篠栗町まち・

ひと・しごと創生総合戦略」を推進している。その一環として立ち上げた

「子育て計画支援事業」を支える基盤として導入したのが、BIダッシュ

ボード「MotionBoard」を活用した「地方創生支援システム」（販売：株式

会社BCC※）だ。「子育て世帯300戸増」を数値目標とする様々な施策のKPI

を“見える化”するとともに、将来的には行政と住民が一体となった連携を

促し、皆で知恵を出し合って解決策を探る“言える化”の実現を目指す。

URL : http://www.town.sasaguri.fukuoka.jp/

篠栗町役場
まちづくり課 地方創生担当　熊谷 重幸 氏

森林セラピー基地 篠栗
※本社：福岡市中央区



福岡県 糟屋郡 篠栗町

ぬ先の杖』という言葉もあるように、この対策を
今のうちからしっかり考えていかないと、篠栗町
の将来は先細りになってしまいます。」

地方人口ビジョンや地方版総合戦略で
必要となる地域の情報や役場内の
データをビジュアルで

しかし、熊谷氏が掴んだ住民転出の傾向は、個人
的な調査による定性的なものであり、様々な施策
を打ち出すための“裏付け”としてはまだまだ弱い。
「他の職員も私と似たような状況にあり、若い
世帯の転出が増加していることは何となく肌感
覚でわかってはいるものの、実際にどの地区の住
民の転出が多いのかといった数字を定量的に把
握するのは困難でした。また、役場内の各課もそ
れぞれ有益なデータを持っているのですが、それ
らを横串で見る仕組みがなく、住民が転出してい
く理由を多角的に分析することもできませんで
した。」と熊谷氏は言う。
そうした中で篠栗町が立ち上げたのが「子育て

計画支援事業」である。内閣府による平成26年度
地域活性化・地域住民生活等支援交付金（地方創
生先行型）を活用したもので、住民基本台帳、福
祉、保育、医療保険、税関連、財務会計などの情報
を一元化し、子育てに適した環境づくりを目指す。
そして、その基盤として導入したのが、株

式会社BCCが提供する「地方創生支援システ
ム」だ。ウイングアークのBIダッシュボード
「MotionBoard」を活用し、地方人口ビジョンや
地方版総合戦略で必要となる地域の情報や役場

町からの転出数が転入数を上回る
状況をどうやって食い止めるか

昨今、全国各地に「森林セラピー基地」の認定
が広がっている。森林のリラックス効果が科学
的に実証され、さらに関連施設などが一定の基準
で整備されていることを条件とするもので、福岡
県・篠栗町は2009年3月にその認定を受けた。
こうした豊かな自然を有しながら、車で福岡中

心部から都市高速道路経由で約15分、電車でもJR

博多駅から乗り換えなしで約20分という都市圏か
らのアクセスの良さが篠栗町の魅力だ。実際、篠栗
町は福岡市のベッドタウンとして発展し、2000年
代初頭まで右肩上がりの人口増を続けてきた。
ところが近年、今までのような増加傾向が見ら

れなくなった。現時点ではまだ出生数が死亡数よ
り多い状態が続いているため自然増を維持できて
いるが、少子高齢化の影響は篠栗町にも表れはじ
めており、増加幅は年々縮小していく傾向にある。
そして、より大きな問題として顕在化してきた

のが、社会動態における減少傾向だ。2004年まで
は転入数が転出数を上回っていたが、以降は転出
数が転入数を逆転することが多くなってきたの
である。篠栗町役場 まちづくり課 地方創生担当
の熊谷 重幸氏は、次のように危機感を募らせる。
「どんな住民が篠栗町から離れていくのか、転
出者アンケートなどから調べてみると、小学校就
学前のお子さんのいる世帯が思っていた以上に
多かったのです。近隣の市や町に新しい宅地が
開発されたり、マンションが建ったりすると、そ
ちらに引っ越してしまっているようです。『転ば

内のデータをビジュアル（グラフ、折れ線、地図）
で分析・考察・意思決定をサポートするものである。
「BCCには以前より住民情報システムの構築・
運用でお世話になっており、そのデータを最大限
に活用したいと相談を持ちかけたところ、提案を
いただいたソリューションを採用することにな
りました。」と熊谷氏は語る。
地方創生支援システムは具体的には、現在と将

来の人口構成を把握して医療や福祉サービスなど
を検討する「人口ピラミッド」、人口流入促進や人
口流出防止の対策を検討する「人口流出・流入マッ
プ」、過去からの人口推移および出生年齢や生産年
齢などの状況を把握する「人口推移」、市町村民税
や固定資産税を地図上で把握して地域産業政策な
どを検討する「エリア別税収マップ」、住民に対す
るアンケート結果と各種データとの関連性を把握
する「住民満足度アンケート分析」、待機児童や未
入所児の所在を把握して子育て支援施策を検討す
る「子育て情報マップ」といった機能を有する。
「長年の付き合いから篠栗町の強みも弱みも熟
知しているBCCの開発者と町役場の職員がタッ
グを組み、これらの基本テンプレートの拡張やカ
スタマイズを進めることで、従来にない子育て計
画支援事業を推進していきたいと考えました」と
熊谷氏は語る。
例えば、初期設定では5年刻みの推移でデータ

表示を行っていた人口ピラミッドや人口流出・流
入マップを１年刻みの推移に変更するなど、現場
レベルでの意見のすり合わせを何度も重ねなが
ら地方創生支援システムのカスタマイズは進ん
でいった。

人口情報

● 人口ピラミッド
● 人口移動
● 推移分析
● 人口状況

● 財務・財政状況
● 公有財産情報
● 税収・滞納状況

地方創生支援システム

● 子育て情報
● 医療費
● 健康管理情報
● 市民の声(アンケート集計)

● 企業数
● 事業所数
● 産業別販売
● 仕入状況
● 特産品出荷状況、観光

見える化

財務情報 サービス評価 経済・観光

データ連携基盤

住民情報系 福祉・保育・健康・医療保険、
住民アンケート集計結果等

政府統計(e-Stat）、3rdPartyDataGallery
オープンデータ

財務・公会計・固定資産・
公共施設管理・税情報等

地方創生データ　＋



■住民満足度アンケート分析
〔用途〕市実施したアンケートの結果から、その結果・理由を見える化し、対策
            をする。
〔機能〕行政区単位、学校区単位で、他のアンケート結果との関連や、どのような人  
             がその回答をしているのか、などを表示する。

■人口ピラミッド
〔用途〕現在と将来の人口構成を正確に把握し、今後のインフラ整備の方向性や
　　　　医療・福祉政策を検討することができる。
〔機能〕行政区・学校区単位で、年齢別、男女別人口構成表示。現在のみではな
　　　　く、将来人口、構成も予測表示。

■人口推移
〔用途〕地域毎人口構成の経年推移を正確に把握し、今後の地域毎のインフラ
　　　　整備の方向性や医療・福祉政策を検討することができる。
〔機能〕行政区単位、学校区単位で、1年単位の人口推移を分類表示する。

■人口流出・流入マップ
〔用途〕市内、町内での転入、転居・どの行政区、学校区に移動しているか。効果的
　　　　な人口流出・流入作の検討材料に活用。住民の人気の理由を把握する。
〔機能〕どの行政区、学校区が、どれくらい人口流出、流入があるのかを表示する。

①  出会いの場の創出
● 出会いを増やす取り組みの一環として九州・沖縄森林セラピー基地ネッ
トワーク会議森林セラピー推進事業である「森コン de 森林セラピー」
を九州圏域で実施し、出会いの場をつくる。
目標値：各種イベントの参加者100人

② 子育て世代の定住の促進
● 子育て世代や生産年齢世代の定住や東京圏をはじめ福岡都市圏か
らの移住を図るためにコミュニティを重視した魅力ある住環境開
発を促進する。
目標値：コミュニティを重視した魅力ある新規住宅350戸

③ 子育て環境の充実
● 町内店舗や公共施設においてキッズコーナーの設置を推進し、子育
て世代が利用しやすい環境づくりを図る。また、福岡県が実施して
いる「子育て応援の店」の登録店舗増に向けて活動を推進する。
目標値：キッズコーナーの設置
　　　　公共施設2ヶ所増、町内店舗11ヶ所増

● 現在実施の産後支援ヘルパー事業を産前まで対象を拡大し、妊娠期
から中学生までの一貫した支援を実施する。
目標値：子育て包括支援センター1ヶ所設置、利用者数50人

● 保育施設（保育所・認定こども園等）における受け入れ態勢の整備な
らびに可能供給量の把握に努めることで定員数の増加に努める。
目標値：保育施設（保育所・認定こども園等）の供給量677から
　　　　750人へ

● 児童館内に学童保育室の増設と19時までの延長保育を実施する。
目標値：放課後児童健全育成推進事業（学童保育）20人の定員増

● 地域において育児や介護の援助を受けたい人と行いたい人が会員
となり、育児や介護について助け合う会員組織を広域で立ち上げ、
地域の子育てと仕事と介護の両立を支援する。
目標値：ファミリーサポートセンター設置数1ヶ所、会員数100人

● 福岡県の「ふくおか子育て支援マイスター制度」を活用し、子育て支
援に意欲がある60歳以上を対象に、病気への対応や事故防止、相談
対応のノウハウなど子育て支援者として必要な知識を習得するた
めの研修を実施。こども見守りボランティア体制の充実を図る。
目標値：ふくおか子育て支援マイスター制度登録者8人増

● 充実した子育て環境整備を図るため、行政情報である住民基本台帳、
福祉、保育、医療保健、税情報、財務会計等を一元化し、施策立案に
利活用する。
目標値：子育て世帯50戸増

■篠栗町まち・ひと・しごと創生総合戦略のKPI
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らゆくゆくは住民にも公開していきたいという
構想も持っている。
篠栗町は全体の約70％を山林が占めており、

人口を維持するためには残りの30％の平野部の
土地をいかに有効利用するかが鍵を握っている。
そこで遊休地を若い世代のための宅地や保育施
設に転換していくなど、先に述べたようなKPIを
設定した様々な施策の着実な遂行が求められて
いるわけだ。
とはいえ、どんなに効果的な施策であっても、

行政からの一方通行の唐突なものであっては、多
くの住民はついてこない。明確な根拠を示して
こそ、はじめて合意を得ることができる。そうし
た行政と住民の緊密なコミュニケーションを促
す情報共有基盤としても、地方創生支援システム
を活用していきたいというのが、篠栗町の意向な
のだ。
「篠栗町が今どんな状況に置かれているのか、
正確な情報を広く伝えると共に、住民の皆さまに
も当事者としての危機意識を持っていただきた
いのです。直面している課題に対して、皆で知恵
を出し合って解決策を探る、そんな“言える化”
を実現する場に地方創生支援システムを育てて
いければと考えています」と熊谷氏は語る。
国が進める「地域経済分析システム（RESAS）」

との連携強化、アンケートに記入されたコメント
などのテキストデータを分析する「Dr.Sum EA 

TextOLAP」の活用など、新たな機能の拡充も検
討しつつ、篠栗町は今後の地方の向かうべき道
（To-Be）を描き出すモデルシステムとして、地方
創生支援システムの発展を図っている。

若い世代の結婚・出産・子育ての
希望に応えていく
KPIの見える化を担う
地方創生支援システム

こうして篠栗町に導入された地方創生支援シ
ステムは、2016年2月より運用を開始した。

2015～2019年度の5ヶ年計画で推進する「篠
栗町まち・ひと・しごと創生総合戦略」のもと、「子
育て世帯300戸増」という具体的な数値目標を設
定し、若い世代の結婚・出産・子育ての希望に応え
ていくことを目指す。そうした中で地方創生支
援システムが担っていくのは、表のようなKPI（重
要業績評価指標）の見える化である。
これらのKPIのうち、例えばキッズコーナーの

設置に着目すると、地方創生支援システムを活用
することで、より緻密な計画ならびに施策のコン
トロールが可能となる。
「なぜそこに新しい施設を設置する必要がある
のか実証するためには、その地域に何人の子ども
がいるのかといった数字の裏付けが必要です。対
象となる母数をきちんと把握してこそ、その後の
施設の利用率を予測することも可能となります。
これまで感覚や経験に頼って推進してきた様々
な施策を、数値に裏付けられたPDCAサイクルに
則って実行することが可能となり、地方創生支援
システムは総合戦略の審議会メンバーからも高
い評価を獲得しています」と熊谷氏は語る。

皆で知恵を出し合って解決策を探る
“言える化”を実現する場に育てたい

さらに地方創生支援システムが大きな成果を
発揮しているのが、過去データの分析だ。
「データベースには2007年度からの人口推移が
登録されており、ある地域で急に人口が増えたり
減ったりしたときに、その背後でどんな出来事が
起こっていたのかを紐づけて分析することができ
ます」と語る熊谷氏は、「住民の“声なき声”をデー
タから聞き出し、これまでわからなかった“なぜ”
を読み解くことが可能となりました」と強調する。
そして篠栗町では、この地方創生支援システム

を町役場の職員だけでなく、機能を簡略化しなが

MotionBoard
企業内外に溢れる情報を統合可視化し、PC
だけではなくスマートフォンやタブレット
PCから、 いつでもどこでも情報入手を可能に
する情報インフラストラクチャ。

導入製品・サービス

若い世帯の転出が増加していることは何とな
く肌感覚でわかっていたが、実際にどの地区の
住民の転出が多いのかといった数字を定量的
に把握するのは困難だった。また、役場内の各
課もそれぞれ有益なデータを持っているが、そ
れらを横串で見る仕組みがなく、住民が町を離
れていく理由を多角的に分析することもでき
なかった。

MotionBoard導入後の驚きの声！

Before After
なぜそこに新しい施設を設置する必要があるの
かを実証すためには、その地域に何人の子ども
がいるのかといった数字の裏付けが必要。対象
となる母数をきちんと把握してこそ、その後の
施設の利用率なども予測することができる。こ
れまで感覚や経験に頼って推進してきた様々な
施策を、客観的な数値に裏付けられたPDCAサ
イクルに則って実行することが可能となった。

森林浴を心と身体の健康に生かす「森林セラピー」


